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令和の新春に響く安来節
　安来節の発展を願って 1 月 10 日に「安来節唄い

初め会」が安来節演芸館で行われました。当日は、

昇格者の免状授与や表彰が行われたほか、昇格者に

よる演奏や支部共演を披露。集まった安来節保存会

会員 380 人は、新年最初の伝統の音色を楽しんで

いる様子でした。

　唄で准名人に昇格した森廣治恵さんは「安来節に

は、いろいろな歌詞やうたい方があります。これか

らもこの民謡の魅力を多くの人に知ってもらい、う

たってもらえるようにがんばっていきたいです」と

話していました。

◀左から、宮本徹也副会長、丸瀬さおりさん（生活支援コー
ディネーター）、細田昇会長、西村武壽副会長。

　島根県では、住民主体で見守り・声がけ・生活支

援などの地域福祉活動を行う団体を「しまね流福祉

のまちづくり活動団体」と位置づけています。この

程、伯太町赤屋地区の「あかや てごする会」が特

に優れた活動を行う団体として表彰を受けました。

　同会は、住民アンケートで「福祉的な支援が必

要」と回答する人が回答世帯の 3 割だったことから、

住民同士で生活を支えていこうと平成 28 年に発足。

会員登録制で、「てご」を「する側」・「頼む側」・「両

▲今年は 8 人が上位昇格を果たし
ました。

住民主体の福祉活動が表彰 方」の会員を地域住民から募り、有償で買い物や通

院といった外出の援助や介助、草刈りなどを行って

います。有償にすることで、頼む側も頼まれる側も

気兼ねなく利用することができています。

　最近では、会員同士の交流活動も開催されている

ほか、「てご」によって交流がなかった住民同士も

顔見知りになり、コミュニティが広がっています。

　細田昇会長は「『無理をせずできる範囲で』をモッ

トーにこれからも住民同士が手を取り、地域で一体

となって取り組んでいきたいと思います」と話して

いました。

このマークの記事は、関連写
真を「市公式フェイスブック

（FB）」で公開しています。

スマイルコンサートで海上自衛隊呉音楽隊と

演奏や踊りを披露する中学生たち。元気なダ

ンスで会場を盛り上げました。

（2月 2日：アルテピア）

スマイルコンサートで海上自衛隊呉音楽隊と

今月の一枚

まちの話題や出来事を紹介します
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　新成人を祝おうと 1 月 3 日に安来市総合文化ホー

ル アルテピアで「令和 2 年安来市成人式」を開催

しました。式では、来賓からの祝辞や安来節の観覧

に続き、成人式実行委員会によるクイズ企画やスラ

イドショーを上映。新成人たちはクイズで盛り上

がったり、懐かしい写真を見て楽しんだりしました。

　式後も新成人たちは、友人や家族と写真を撮った

り、久しぶりの再会で話に花を咲かせたりと楽しい

ひとときを満喫。会場にはいつまでも笑い声が響い

ていました。

新成人、会場を晴れやかに彩る
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　JICA（国際協力機構）が中南米の日系人を対象に

行っている研修が１月下旬に、県内各地で行われま

した。23 日には足立美術館や安来節演芸館での日

本文化の鑑賞のほか、実際に銭太鼓を体験しました。

　挑戦したのはアルゼンチン・ブラジル・ペルーか

ら来た６人。指導する家元４代目渡部お糸さんが「め

でたい時に打つ打楽器」などと説明し、「笑顔でい

きましょう」と練習がスタート。左右の太鼓の入れ

替えなどで悪戦苦闘しながら最後には、前奏～１番

までを続けて打つことができるようになりました。

南米の日系人が銭太鼓体験

呉音楽隊から技術を教わる

文化財を守るための訓練

　自衛隊を身近に感じてもらおうと「海上自衛隊呉

音楽隊スマイルコンサート in やすぎ 2020」が 2 月

2 日に安来市総合文化ホール アルテピアで行われま

した。コンサートでは市内の 4 つの中学校の吹奏

楽部ともセッション。本番の前日には、パートごと

に練習会が行われ、中学生たちは同音楽隊の隊員か

ら直接、演奏のコツなどの指導を受けました。

　第一中学校の山崎凜
り こ

子さんは「普段はできない大

編成の演奏なので音を合わせられるか不安でした

が、呉音楽隊の人に指導してもらい、自信がつきま

した」と話していました。

　火災や地震などの災害から文化財を守る意識を広

めようと制定された文化財防火デー（１月 26 日）。

これにあわせ、清水寺では１月 27 日に清水自衛消

防団による放水訓練が行われました。

　団員たちは、かけ声に合わせて小型ポンプを使っ

て三重塔前の石垣に向かって放水。万一のときの消

火体制を確認しました。

　同消防団の青山欣司副団長は「毎年のこの放水訓

練で防火に向けた士気を高めることができる。消火

設備などは定期的に点検をして、いざというときに

すぐに使えるようにしたいです」と話していました。 ▲指の動かし方などを丁寧に教わりました。

▲清水自衛消防団は、全 10 人で活動しています。
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